
1． は じ め に

最近ではEビジネスの普及拡大に伴い，インターネット・データセンタを中心と

したデータセンタの役割が重要視されるようになっている．すでに我が国においても

データセンタへの設備投資が本年だけでも 2,000 億円が見込まれる程になっている．

今までUNIX中心であったデータセンタに，マイクロソフト社から登場するWin-

dows 2000 Datacenter Server によりWindows ベースのデータセンタが可能となる．

そして，Windows Datacenter Server に最適な高い拡張性と信頼性を備えたハー

ドウェアプラットフォームとして，今回Unisys e―＠ction Enterprise Server ES 7000

（以下 ES 7000 と略す）の提供が日本ユニシス（以下，当社）から開始されたことに

より，Windows ベースのデータセンタ，すなわち“Windows Data Center”が現実

のものとなった．これらにより，大規模データセンタに求められる下記の属性はもは

やメインフレームやUNIX占有の属性ではなくなった．

1） 高い拡張性（Scalability）

2） 高い可用性（Availability）

3） 高い相互運用性（Interoperability）

4） 容易な管理（Manageability）

5） 容易なセキュリティ（Security）

この“Windows Data Center”がもたらす革新的な可能性は，単にデータセンタ

にとどまること無く，エンタープライズ・クラスのミッションクリティカルな企業シ

ステムにおいても革新をもたらす．企業にとって情報システムは現在の厳しい企業競

争の中で競争優位な企業戦略実現と表裏一体の関係にあり，単に高いコスト・パフォ

ーマンスを実現するだけでなく，最もソリューション市場で選択肢が多く，企業にと

って最適なソリューションの選択を可能とする“Windows プラットフォームの選択”
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は，今後の企業における IT戦略決定の要と言える．

Eビジネスの必須条件はスピードとコストである．当社では，その実現の根拠を先

に述べたUnisys e―＠ction Solutions に置き，スピーディかつ低コストでの“Eビジ

ネスのためのビジネス・ソリューションの実現”を狙いとしている．そして，ES 7000

とWindows 2000 Datacenter Server を戦略プラットフォームとして位置づけ展開を

図っている．具体的には，Windows DNA 2000 アーキテクチャに基づく 3階層アー

キテクチャは，Webサーバ，アプリケーション・サーバ（COM＋サーバ），データ

ベース・サーバによりEビジネス・システムを効率良く，しかも短期間に開発する

ことを可能とする．さらに，次世代コマースシステムを実現する“Commerce Server

2000”，ビジネスプロセスの統合を実現する“BizTalk Server 2000”，既存システム

資産との連携を実現する“Host Integration Server 2000”，コンポーネント・マネジ

メントを実現する“Application Center 2000”など，Eビジネスシステムの開発・運

用・保守に関する生産性を向上させる新機能の提供がマイクロソフト社から目白押し

で予定されている．併せてES 7000 の最大 32 Way（CPU）の拡張性と高信頼性設計

がUNIX中心のデータセンタの世界に新しい潮流をもたらす．

2． 求められる柔軟な処理能力と高い拡張性

Windows Data Center により実現する従来にない大きな拡張性と高い信頼性は，

これまでWindows プラットフォームで分散化を進めざるを得なかったユーザに，

TCO削減効果の大きい集中化の選択肢を提供する．現在の企業におけるEビジネ

ス・サーバは，当初のEビジネスが試行的な色彩が強く，小さく始めざるを得なか

った時期から今日の爆発的な普及に至ったため，多くの企業では数十台のサーバを

次々と増設してきた経緯がある．このため，現状のEビジネス・サーバの安定運用

にはかなりの配慮と工夫が必要になっている．また，今日の爆発的なインターネット

の拡大が，更なるシステムの拡張を必要としている．

卑近な例では，本年 2月の PlayStation 2 のインターネット販売では，多くのユー

ザからのアクセスが一度にサイトに集中したため，サーバがオーバフローして，一時

的にサイトへのアクセスができない事態となり話題となった．このようなことは，イ

ンターネットでは日常茶飯事で，すでに米国においては 1998 年のクリスマス商戦で

インターネット・ショッピングが爆発的に増大し，多くの企業が顧客の要求に応えら

れずに大きな機会損失を被った．このような特性がインターネット・ビジネスの特徴

であり，柔軟な処理能力と従来にない高い拡張性は現在のEビジネス・システムに

あっては必須の要件となっている．

ES 7000 では，卓越したモジュラ設計により 8Wayから 32 Way まで容易に拡張が

可能である．さらに，ES 7000 では CPUに現在 32 ビット・アーキテクチャの Pentium

III Xeon を採用しているが，インテル社から今後提供が予定されている 64 ビット・

アーキテクチャの Itanium（開発コード：Merced）にも CPUモジュール（Sub-POD）

の追加または交換により対応が可能となっている．ES 7000 は，32 ビットアーキテク

チャと 64 ビットアーキテクチャの共存を一つのシステム内で可能とした世界で初め

てのサーバである．従来の PCサーバでは不可能であった，コスト・パフォーマンス
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が向上した最先端の技術を容易にES 7000 システムに取り込むことを可能とし，シス

テムのライフサイクル・コストを低く抑えて長期間に亘り安定して使用することを可

能としている．

これらのES 7000 の優れた拡張性は，CMPアーキテクチャによる卓越した設計思

想により初めて可能になった．

3． ビジネス・クリティカルなシステムの増加が高い可用性を要求

データセンタの社会的な重要性が高まるに従い，システムに対する可用性の要求も

ますます厳しくなっている．そして，システムが停止した場合にビジネスに与えるイ

ンパクトを金額に換算することが可用性に対する投資の妥当性を評価するために必要

になっている．システムが停止した場合の機会損失は，1時間当たり数百万円から数

億円と云われており，サイトの規模や取引内容により大きな幅がある．我が国のE

ビジネスの先進企業の中には，単に機会損失を金額に換算するだけではなく，システ

ムの社会的な責任の増大からシステムの停止が許されない状況にあると認識している

企業も少なくない．このように，Eビジネスの拡大と共に，システムの停止によりビ

ジネスに深刻なダメージを受ける“ビジネス・クリティカルなシステム”が確実に増

加している．

しかし，Eビジネスでこれまで多く使用されてきた PCサーバと呼ばれるWindows

ベースのサーバでは，せいぜい電源の 2重化や RAID構成のディスク・サブシステ

ム搭載と云った程度に止まり，メインフレームやトップエンドUNIXサーバのよう

に高可用性を実現する機能をアーキテクチャ・レベルで備えたシステムは今まで提供

されてこなかった．ES 7000 では，CMPアーキテクチャによりハードウェア・レベ

ルで高可用性を実現する機能を具備している．その中でも統合管理システム（IMS：

Integrated Maintenance System）は，ユニシスがメインフレームで蓄積してきた高

信頼性技術をふんだんに取り込んで実現した機能である．この統合管理システムは，

ES 7000 のすべてのモジュールを常時監視して，どれかのモジュールに障害が発生し

た場合には，障害モジュールのシステム的な切り離しや正常モジュールへの切り替え，

リモート・サポートセンタへの連絡などを行い，システムが常に稼働を継続できるよ

うにしている．この統合管理システムは，オペレーティング・システムに依存せず，

ハードウェア・レベルでモジュールを管理しているため，非常に強固なシステム資源

管理を実現している．当然，この統合管理システムも冗長化設計がなされており，さ

らに電源を入れたまま交換が出来るホットスワップ・ハードウェアとなっている．ま

た，Windows 2000 Datacenter Server では，従来の 2ノードのフェイルオーバ・ク

ラスタリングから最大 4ノードのフェイルオーバー・クラスタリング構成までをサポ

ートすると共に，32 ノードのネットワーク・クラスタリングを実現している．この

ように従来のWindowsNT Server から大幅にシステムの可用性を向上させたWin-

dows 2000 Datacenter Server と ES 7000 との組み合わせにより，“Windows Data

Center”と呼ぶに相応しいプラットフォームを実現することができた．
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4． 重要性を増すサービスとサポート

“Windows Data Center”の実現は，その役割に相応しいES 7000 プラットフォー

ムの提供にとどまらず，“Windows Data Center”に相応しいサービスやサポートと

併せて提供され，初めて可能となる．当社では 2000 年 4 月に“W 2 KCOE Tokyo”

（Windows 2000 Center of Excellence）を設立した．このファシリティは，図 1のよ

うにユニシスが全世界に展開するグローバルなWindows 2000 ベースの大規模，高信

頼性システムの実証・提案検証センターの日本におけるサービスの拠点である．その

対象技術分野は，図 2のようにプロダクト・サポート技術，アプリケーション開発技

術，“Proof of Cocept”技術の三つの分野から構成され，特に“Proof of Concept”

技術の要は，Windows 2000 アプリケーション開発の実証にある．このことにより，

ユーザは新しい技術の適用に付随するリスクを事前に検証することができる．日経コ

ンピュータなどで紹介されたNASDAQの“株式取引監視システム（Surveillance De-

livery Real-Time System）”の事例は，顧客要求である � 1 日当たり 200 万トラ

ンザクション（1秒当たり 200 トランザクション以上），� 2.0 秒内の警告レスポン

ス，� 99.97％以上の可用性，を“Proof of Concept”により事前に確認いただき，

ユニシスの提案が実現可能であることを実証した．このため，顧客は安心して従来の

TANDEMのシステムからWindows ベースのシステムに移行することができ，現在

も十分にこれらの顧客要求を満足させて稼働中である．

“W 2 KCOE Tokyo”では具体的に顧客に対するサービスとして，大規模データセ

ンタ・システムのビジネス要件と情報化要件の分析を行い，システム・アーキテクチ

ャ及び情報化計画（EAP：Enterprise Architecture Planning）の策定支援を行った

り，“Proof of Concept”による実証サービスを提供する．そして，データセンタま

図 1 ユニシス グローバルネットワーク
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図 2 W 2 KCOEの対象技術分野

たはエンタープライズ・クラスのEビジネスソリューションや大規模ミッションク

リティカル・システムの構築を検討されている顧客に一貫したサービスの提供が可能

となっている．

サポートについては，メインフレーム並みのサポートを実現するためマイクロソフ

ト社を中心とし，各ソフトウェアベンダと緊密な提携を行っている．特に，24 時間 365

日のサポートを可能とするため，ミッションクリティカル・サポートをマイクロソフ

ト社と連携して行う“Redmond Technology Center”をマイクロソフト社の本社が

ある米国ワシントン州レドモンドに設置し，必要に応じた迅速なホットフィックスの

提供までを可能とすると共に，他社製品を含めたソフトウェア障害対応専門部署とし

て SSC（Software Service Center）を東京に設置した．またレスポンス・センター

を設け，障害発生時の一次窓口の一本化を図った．

このように，当社は大規模でミッション・クリティカルな“Windows Data Center”

を支えるメインフレーム並みのサポートをWindows ベースで初めて実現した．

5． マイクロソフト社と日本ユニシスのアライアンス

ユニシスはマイクロソフト社やインテル社とアライアンスを結びES 7000 システム

を誕生させた．さらに，データセンタ・クラスのシステムを実現するため，EMC社

や Cisco 社など多くの企業とアライアンスを行っている．また，我が国においては当

社とマイクロソフト社が 2000 年 3 月 8 日に ES 7000 とWindows 2000 Datacenter

Server の組み合わせで，従来のデータセンタの中核をなすハイエンドUNIX市場に

対抗するため新世代データセンタ分野で包括提携を行った．提携の範囲は次のように

なっている．

� セールスとマーケティング：共同の案件発掘やマーケティング活動．

� 技術連携：技術者の相互交流．

� サポート：当社がMCSC（Microsoft Certified Support Center）を 2000 年

4 月に開設，可用性の保証を行うため，マイクロソフト社と共同でマイクロソ
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フト製品のみならず他社 ISV，IHV製品を含む包括的なサポートを実現．

さらに，Eビジネスを中心に次の六つの分野で活動を開始した．

� Windows 2000 Datacenter Server

� 大規模トランザクション・システム

� サーバ統合（Server Consolidation）

� データウェアハウス

� ナレッジマネジメント

� 業種・業態別ソリューション

このように，マイクロソフト社と当社は“Windows Data Center”を確実に実現

するため，包括提携を結んだ．大規模データセンタに求められる属性は，当社がメイ

ンフレームと大規模UNIXで培ってきた技術そのものであり，“Windows Data Cen-

ter”を確実に実現するためにはこの包括提携は必須のものであった．現在この包括

提携に基づきマイクロソフト社と協業を行っているが，メインフレームや大規模

UNIXで培った技術が“Windows Data Center”実現に大いに役立っている．

6． “Windows� Data Center”のリーディング企業をめざす日本ユニシス

以上述べてきたように，Windows ベースのデータセンタ“Windows Data Center”

がいよいよ実現可能となった．我が国のEビジネスの現状は，外国企業の参入によ

り，“町内会の運動会”から“オリンピック”の様相を呈するようになっており，日

増しにその厳しさを増している．差別化したビジネス・モデルの創造から，厳しいコ

スト削減まで，どれ一つが欠けても成功は覚束ない．

Unisys e―＠ction Solutions をベースとして，1章で述べた，マイクロソフト社が提

供を開始した新しいオブジェクト指向を中心としたEビジネス・システムのパラダ

イムは 21 世紀に具体的なEビジネス・システムとして大きく花を咲かせるであろ

う．「Eビジネスの必須条件はスピードとコストである．」と最初に述べたが，Windows

2000 Datacenter Server を核とした新しいオペレーティング・システムを源流とし

て，オブジェクト指向を中心としたマイクロソフト社の新しいパラダイムがスピード

を加速させ，Eビジネス・システム構築のコストを低減させる．そして，Unisys e―

＠ction Enterprise Server ES 7000 が，従来にない高い拡張性，信頼性，コスト・パ

フォーマンスによりさらにスピードを加速させコストを大幅に削減させる．No. 1 シ

ステム・インテグレータをめざして精進を積んできた当社の人材・技術力・組織力

が，メインフレーム並みのサポートを実現し，当社のUnisys e―＠ction Solutions が

Eビジネスのコンサルテーションからサービス，ソリューションの提供までを一貫し

て実現する．今，“Data Center”の新しい潮流“Windows Data Center”がその流

れを明確に現わし，この新しい潮流が 21 世紀の大きな流れとなって行くことを確信

する．当社は“Windows Data Center”のリーディング企業をめざして，この新し

い潮流を 21 世紀の本流とすべく着実に努力を続けて行く所存である．
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